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藤
井
竹
外
は
掘
津
高
槻
の
人
で
あ
る
。
「
絶
句
竹
外
」
の
名
が

あ
る
よ
う
に
、
七
絶
の
一
臆
で
、
江
戸
末
期
、
一
世
を
風
靡
し

た
。
代
表
的
な
詩
集
に
「
竹
外
二
十
八
字
詩
」
、
他
に
「
竹
外
亭

百
絶
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
作
は
「
安
政
三
十
二
家
絶

句
」
に
は
一
九
首
、
「
文
久
二
十
六
家
絶
句
」
に
は
三
三
首
と
ら

れ
て
い
る
。

竹
外
を
有
名
に
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
吉
野
三
絶
」

の
―
つ
に
敷
え
ら
れ
る
次
の
詩
で
、

古
陵
松
柏
吼
二
天
醜
―
山
寺
尋
レ
春
春
寂
蓼

眉
雪
老
僧
時
較
レ
帯
落
花
深
虞
説

1

一
南
朝

1

右
に
つ
い
て
は
、
貫
名
海
屋
が
「
雖
レ
厠
―
―
之
唐
賢
中
一
誰
能
雛
レ
之
」

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
り
っ
ば
に
中
國
の
詩
で
と
お
る
。
廣

瀬
淡
窓
は
こ
れ
を
唐
の
王
建
（
一
説
に
は
元
棋
の
作
と
も
い
う
。
）
の

「
行
宮
」
の
五
絶
に
比
し
て
、
「
白
頭
宮
女
在
、
閑
座
説
―
―
玄
宗
f

藤

井

竹

外

略

博

未
レ
及
―
―
此
句
格
韻
双
絶
こ
と
断
じ
、
草
場
船
山
は
「
士
開
（
竹

外
）
以
―
―
此
句
元
び
名
、
宜
忌
盟
壁
藤
落
花

1

」
と
い
い
、
清
人
胡

震
（
小
頻
）
は
「
誠
如
―
―
諸
君
謂
云
里
唐
音
一
確
乎
不
レ
謬
」
と
評
す

る
。
ま
さ
に
格
調
す
ぐ
れ
、
情
景
そ
な
わ
っ
た
詩
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
詩
を
も
の
し
た
人
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
侮
は
従
来

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
「
三
島
郡
の
史
跡
と
名

勝
」
．
「
高
槻
通
史
」
の
冊
子
に
、
奮
制
浪
高
の
故
天
坊
幸
彦
教
授

の
紹
介
が
見
え
る
の
み
で
、
そ
れ
も
ま
た
簡
略
で
あ
る
。

最
近
、
薔
高
槻
藩
の
家
老
内
藤
氏
の
出
で
あ
る
北
本
好
武
氏
に

よ
っ
て
、
籐
井
家
の
こ
と
が
、
相
嘗
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
。
ま

ず
、
そ
れ
を
抜
き
書
き
し
よ
う
。

藤
井
家
は
姓
は
藤
原
、
小
山
兵
術
尉
朝
政
の
後
胤
と
偲
え

ら
れ
る
。
鬼
の
抱
柏
を
も
つ
て
家
紋
と
し
た
。
小
山
朝
政
は

下
野
の
人
、
い
わ
ゆ
る
天
疫
の
風
、
常
陸
に
於
て
反
胤
を
起

し
た
平
賂
門
を
討
平
げ
た
下
野
押
領
使
の
ち
鎮
守
府
賂
軍
藤

原
秀
郷
の
後
裔
で
あ
る
。

北

村

五
六

學



貞
網
（
竹
外
の
父
）
は
享
保
三
年
(
-
八
0
三
）
一
月
、
ニ

十
歳
で
小
姓
役
と
し
て
召
し
出
さ
れ
て
以
来
嘉
永
七
年
（
一

八
五
四
）
十
一
月
二
十
五
日
（
二
十
七
日
安
政
と
改
元
）
七
十
一

歳
で
死
ぬ
ま
で
五
十
年
餘
り
の
長
い
間
、
役
職
に
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
中
々
の
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
預
所
（
癖
府
天

領
）
の
頭
取
を
勤
め
、
の
ち
に
は
用
人
兼
郡
奉
行
の
要
職
を

も
勤
め
た
。
天
保
十
一
年
（
一
八
四
0
)、
貞
網
は
功
に
よ
っ

て
三
十
石
を
加
増
さ
れ
、
籐
井
家
の
家
緑
は
都
合
百
五
十
石

と
な
っ
た
。

と
あ
る
。

ち
な
み
に
、
右
に
見
え
る
貞
網
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

六
十
八
歳
で
、
な
お
用
人
の
現
職
に
あ
っ
た
と
い
う
。
竹
外
は
嘗

時
す
で
に
四
十
五
歳
に
逹
し
て
い
た
こ
と
か
ら
推
す
と
、
竹
外
自

ら
は
、
い
わ
ば
の
ん
き
な
勤
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
大
盟
、
竹
外
は
文
政
八
年
八
一
八
二
五
＞
一
月
、
十
八
歳
で
小
姓
役
に
召

し
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
役
向
き
は
明
ら
か
で
な
い
の
で
あ
る
。
）

こ
れ
が
、
む
し
ろ
竹
外
の
詩
作
に
幸
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ず
い

ぶ
ん
方
々
へ
吟
行
し
て
い
る
。

そ
の
居
所
の
闊
係
か
ら
（
後
に
は
京
に
移
り
住
む
が
）
東
山
・
嵐

山
・
伏
見
・
巨
椋
池
・
保
津
峡
・
鞍
馬
・
栂
尾
、
掘
河
泉
の
近
邊

は
も
と
よ
り
、
比
叡
山
も
頂
上
を
き
わ
め
て
い
る
し
、
近
江
で
は

ま
た
、

藤
井
竹
外
略
偲

五
七

鹿
跳
谷
・
永
源
寺
、
大
和
で
は
奈
良
・
月
瀬
•
吉
野
、
江
戸
勤
役

の
つ
い
で
も
あ
っ
て
、
美
涙
で
は
養
老
瀧
も
二
度
訪
れ
て
い
る
。

闘
原
や
富
士
も
詠
じ
、
観
音
崎
に
も
足
を
の
ば
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
で
は
上
野
・
金
杉
・
亀
戸
・
佃
島
・
梅
屋

敷
と
有
名
な
所
は
へ
め
ぐ
り
、
詩
甑
を
肥
や
し
て
い
る
。

な
お
、
河
野
鐵
兜
あ
て
の
書
簡
に
は
、
長
男
貞
臣
と
肥
後
か
ら

筑
後
を
旅
す
る
趣
の
も
の
も
あ
る
。
（
こ
れ
に
闘
し
た
詩
が
残
っ
て
い

な
い
の
で
、
そ
れ
を
果
た
し
た
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
）

竹
外
は
、
文
化
四
年
(
-
八
0
七
）
四
月
二
十
日
、
城
内
三
の

丸
に
あ
っ
た
役
宅
で
生
ま
れ
た
。
（
後
に
屋
敷
替
が
あ
っ
て
、
今
の
高

槻
市
民
會
館
の
前
庭
の
あ
た
り
に
移
っ
た
ら
し
い
。
）
名
は
啓
、
字
は
士

開
、
ま
た
強
哉
、
通
稲
は
啓
二
郎
、
啓
次
郎
、
啓
治
郎
、
い
ず
れ

の
文
字
も
用
い
て
い
る
。
（
「
二
郎
」
と
は
あ
っ
て
も
、
長
男
）
ま
た
、

書
簡
に
は
「
吉
郎
」
も
あ
る
。
別
琥
は
雨
香
、
小
廣
寒
宮
主
人
と

も
い
う
。
夫
人
の
名
は
「
せ
い
」
、
輻
山
氏
の
女
で
、
二
男
三
女

を
も
う
け
た
。

元
来
、
山
陽
の
弟
子
で
あ
る
が
、
山
陽
の
没
後
は
星
巖
に
師
事

し
た
。瓢

々
た
る
性
格
で
、
風
雅
に
徹
し
、
詩
酒
に
日
を
送
っ
た
。
よ

む
と
こ
ろ
は
、
風
物
、
人
情
に
闘
す
る
も
の
が
多
く
、
時
事
に
つ



藤
井
竹
外
略
博

い
て
は
ま
れ
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
時
事
に
眼
を
ふ
さ
い
で
い

た
の
で
は
な
く
、
大
顎
の
胤
の
際
に
は
、
浪
華
に
火
の
手
の
上
が

る
の
を
羞
ん
で
、
た
だ
ち
に
、
そ
れ
を
断
じ
た
と
、
江
木
鰐
水
は

「
二
十
八
字
詩
」
の
序
に
記
し
て
い
る
。
（
も
っ
と
も
、
大
顎
平
八

郎
は
、
高
槻
の
薔
荻
堂
に
も
出
講
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
ひ
と
と
な
り
を

知
悉
し
、
豫
見
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
）

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
「
竹
外
亭
百
絶
」
を
出
し
、
嘉
永
七

年
(
-
八
五
四
）
に
「
竹
外
二
十
八
字
詩
」
を
編
ん
で
い
る
。

萬
延
二
年
(
-
八
六
一
）
致
仕
し
、
翌
文
久
二
年
九
月
に
は
京

三
本
木
に
居
を
定
め
、
慶
應
三
年
(
-
八
六
七
）
七
月
二
十
一
日
、

敷
え
年
六
十
歳
で
没
す
る
。
菩
提
所
は
高
槻
北
山
の
乾
性
寺
で
、

こ
の
墓
は
後
に
大
手
本
行
寺
に
移
さ
れ
る
。
撰
文
は
頼
支
峰
の
手

に
な
り
、
碑
面
に
は
「
竹
外
藤
井
先
生
之
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
（
な
お
、
乾
性
寺
の
方
に
は
、
曾
孫
に
よ
っ
て
五
輪
塔
婆
が
建
て
ら

れ
、
法
名
は
「
一
枝
院
竹
外
日
開
居
士
」
と
あ
る
。
）
別
に
、
京
東
山
長

楽
寺
の
山
陽
の
墓
の
か
た
わ
ら
に
、
「
竹
外
酔
士
」
と
の
み
し
る

し
た
自
然
石
の
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
逍
髪
と
印
章
を
納
め

た
ら
し
い
。

門
下
で
は
、
「
春
帆
棲
百
絶
」
の
高
階
春
帆
、
「
錦
洞
小
稿
」

の
市
村
水
香
な
ど
が
、
名
を
成
し
た
。

竹
外
の
ひ
と
と
な
り
に
つ
い
て
、
森
田
節
齋
は
「
二
十
八
字

詩
」
の
序
に
「
疎
放
嗜
レ
酒
」
と
記
し
て
い
る
。
竹
外
の
強
酒
劇

飲
、
談
論
風
披
の
面
を
強
調
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
意

に
合
え
ば
「
妙
」
と
大
呼
す
る
癖
も
述
べ
て
あ
る
。
酔
え
ば
は
だ

し
で
緑
の
草
を
踏
ん
だ
こ
と
は
、
自
注
（
「
中
澤
生
寒
巌
居
」
の
詩
の

「
許
レ
吾
赤
脚
踏
二
青
苔
こ
の
句
下
）
に
見
え
る
。

逸
話
に
つ
い
て
、
な
お
抄
出
す
れ
ば
、

竹
外
が
江
戸
勤
番
中
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。
江
戸

の
藩
邸
付
近
の
路
上
に
て
、
あ
る
日
地
園
を
廣
げ
て
何
か
探

し
て
い
る
一
人
の
武
家
が
あ
っ
た
の
を
、
折
柄
通
り
あ
わ
せ

た
同
藩
士
某
が
近
づ
く
と
、
そ
れ
は
竹
外
で
あ
っ
た
。
近
よ

つ
て
理
由
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
竹
外
は
顔
を
あ
げ
て
安
堵
の

色
を
う
か
べ
、
「
賓
は
他
出
し
て
の
蹄
途
、
藩
邸
へ
の
道
が

判
ら
ぬ
た
め
、
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
る
」
と
の
答

え
、
某
は
思
わ
ず
噴
き
出
し
て
、
「
藩
邸
は
こ
れ
で
ご
ざ
る
」

と
指
さ
さ
れ
て
み
れ
ば
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
藩
邸
前
で
あ
っ

た
と
い
う
。

ま
た
、

東
三
ノ
丸
の
佐
藤
家
（
「
二
十
八
字
詩
」
に
も
佐
藤
梢
一
の
名

が
見
え
る
。
）
へ
は
、
し
ば
し
ば
訪
れ
深
更
ま
で
歓
談
し
た
竹

外
が
、
佐
藤
家
の
紋
の
入
っ
た
提
灯
を
借
り
う
け
、
蹄
宅
途

中
、
は
か
ら
ず
も
名
句
が
浮
ん
だ
た
め
、
傍
ら
の
屋
敷
の
塀

に
提
灯
を
つ
り
か
け
、
詩
作
に
没
頭
し
、
そ
の
ま
ま
忘
れ
て

蹄
っ
た
。
夜
が
明
け
る
と
思
わ
ぬ
所
に
佐
藤
家
の
提
灯
が
か

五
八



か
つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
一
再
な
ら
ず
あ
っ
た
と
い
う
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
詩
に
打
ち
込
み
、
俗
事
を
念
頭

に
お
か
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

竹
外
は
、
そ
の
瓢
逸
な
人
が
ら
で
、
周
園
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
た
よ
う
で
、
「
二
十
八
字
詩
」
に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
で

も
、
そ
の
交
友
は
質
に
百
十
敷
人
に
及
ん
で
い
る
。
も
と
よ
り
儒

家
文
人
が
多
く
を
占
め
る
が
、
お
も
な
も
の
に
、
池
内
陶
所
・
江

馬
細
香
・
江
馬
天
江
・
宇
田
栗
園
・
大
沼
枕
山
・
小
原
鐵
心
•
金

本
摩
齋
・
日
柳
燕
石
・
河
野
鐵
兜
・
誹
山
鳳
陽
・
齋
藤
拙
堂
・
蓋

田
随
齋
．
貫
名
海
屋
・
廣
瀬
旭
荘
・
廣
瀬
淡
窓
•
松
橋
江
城
•
宮

原
節
庵
・
村
瀬
士
錦
・
諸
葛
中
如
・
矢
上
快
雨
・
梁
川
紅
蘭
・
頼

鴨
匡
．
頼
支
峰
・
頼
立
齋
ら
、
佛
家
に
も
金
谷
上
人
・
月
性
上
人

・
古
嶽
上
人
・
賓
恵
上
人
・
雪
荘
扉
師
・
梅
嗚
道
人
ら
、
聾
人
に

も
大
倉
笠
山
・
野
呂
介
石
・
日
根
劉
山
・
村
田
香
谷
ら
の
名
が
見

え
る
。竹

外
は
酒
豪
で
あ
っ
た
の
で
、
酒
に
ち
な
む
詩
も
多
い
。

若
い
時
分
（
天
保
の
初
め
、
二
十
三
、
四
歳
の
こ
ろ
）
、
鐵
砲
の
名

手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
て
、
酒
席
で
、
齋
藤
拙
堂
の
問
い
に
答
え

て、

紳
機
奮
痰
迅
雷
磐

耐
レ
可
こ
丸
嘗
齊
〖
兵
―

藤
井
竹
外
略
偲

五
九

「
蹄
レ
家
」
に
、

秋
堂
風
露
早
涼
初

但
令
レ
引
桑
三
大
自
為
レ
君
赤
手
製

1

山
鯨

と
ほ
ほ
え
ま
し
い
豪
語
を
し
、
「
春
睛
獨
歩
到
―
―
北
林
こ
の
引
に

は
「
予
有
―
―
脚
疾
如
堂
山
内
伯
履
薬
「
伯
履
痛
禁
レ
酒
、
今
日
偶
束

1

1

花
下
f

飲
則
破
レ
禁
不
レ
飲
則
殺
風
景
突
、
聯
放
言
以
自
遣
、
但

恐
1

一
伯
履
讀
レ
之
認
レ
仮
為
届
戻
也
」
と
あ
っ
て
、

第
幾
番
風
到

1一
早
櫻
—
壇
頭
春
酒
十
分
馨

先
生
何
事
仰
レ
天
笑
登
可
1

一
花
前
我
獨
醒
―

と
詠
じ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
師
の
山
陽
も
「
婦
人
之
言

不
レ
可
レ
聴
レ
之
」
と
、
後
藤
松
陰
も
「
先
生
此
時
飲
可

1

1

八
斗
一
而

酔
」
と
い
っ
て
い
る
。

江
馬
天
江
が
、
死
の
前
日
、
見
舞
っ
た
際
に
も
、
杯
を
か
わ
し

た
こ
と
が
、
「
二
十
八
字
詩
」
の
序
で
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
好
物
の
酒
を
、
江
戸
か
ら
の
蹄
途
、
雨
親
の
み
や
げ
に
持

っ
て
蹄
る
詩
も
あ
る
。
「
抵
1

一
山
崎
一
中
子
篤
候
二
於
途
云
里
瓢
酒
之

贈
一
賦
謝
」
に
、

輿
窓
何
幸
得
元
方
醇
―
洞
滴
不
レ
須
泊

1

1

我
唇

1

遊
子
甑
中
無
二
物
―
留

1

一
賂
此
味
面
竺
双
親
―

右
の
詩
に
闘
し
て
は
、
海
屋
が
「
公
之
耽
レ
飲
類

1

一
畢
吏
部
（
畢

卓）
f

而
輿
窓
壺
日
忍
レ
渇
不
レ
嘗
二
滴
蕊
霜
聖
之
尊
親
f

所
謂
純

孝
」
と
評
し
て
い
る
。

事
質
、
孝
心
が
あ
っ
く
て
、

重
侍

1

一
膝
前
元
聖
夢
麻
―



藤
井
竹
外
略
偲

「
中
レ
酒
」
に
、

連
宵
情
話
交
―
―
悲
喜
―
未
レ
有
＝
―
-
エ
夫
到

1

一
讀
書
―

ま
た
、
「
奉
レ
母
遊

1

一
天
保
山
こ
に
、

椅
レ
舷
洗
レ
釜
水
生
レ
紋
喜
見
慈
顔
漸
帯
レ
醒

一
様
彩
舟
卿
レ
尾
去
無

l

一
人
不
品
t
レ
載
―
―
紅
裾
―

と
あ
る
。

子
に
も
愛
情
の
深
い
人
で
、
「
春
日
田
園
」
に
、

種
レ
桃
饒
レ
屋
是
吾
家
樹
樹
樹
頭
園
―
―
紅
霰
―

（
「
圏
」
は
「
文
久
二
十
六
家
」
で
は
「
籠
」
）

蓼
女
西
闘
呼
可
レ
答
隔
和
機
抒
響
暇
唖

「
似
妥
浦
こ
に
、

自
レ
朝
至
レ
タ
學
―
―
弾
箪
＿
見
汝
十
三
絃
尚
生

出
レ
谷
黄
鶯
織
一
囀
無
―
―
人
不
孟
塑
是
簑
盤
―

「
女
柳
訃
至
」
に
、

客
中
得
レ
訃
痛
何
如
花
笑
鶯
嬌
不
レ
慰
レ
予

記
汝
垂
者
能
倣
レ
母
半
旬
前
寄
賀
レ
新
書

ま
た
、
「
兒
貞
臣
學
レ
書
不
レ
成
、
出
遊

1

一
筑
後
み
墾
加
藤
先
生
（
加

藤
善
右
衛
門
）
＿
學
レ
槍
三
年
突
、
書
レ
此
以
寄
」
に
、

侮
届
営
阿
臣
―
歎
復
歎
學
レ
槍
難
似
声
ヂ
レ
書
難
―

（
「
臣
」
は
「
文
久
二
十
六
家
」
で
は
「
貞
」
）

一
針
正
直
指
南
勢
早
令
―
―
郷
人
甜
レ
目
看
―

と
あ
る
。

夫
婦
の
間
も
な
ご
や
か
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

往
事
悠
悠
嘆

1

一
逝
川
一
水
竪
依
レ
薔
静
如
レ
絃

自
―
―
従
梁
木
孟
把
後
不
レ
漱
―
―
此
流
ニ
―
―
十
年

中
レ
酒
今
朝
起
更
逓

山
妻
怪
我
倫
失
笑

「
怪
石
」
に
、

人
―
―
立
階
煎
喚
欲
レ
普

先
生
笑
向
一
一
妻
兒

1

語

と
あ
る
。

師
を
敬
慕
す
る
念
も
張
く
、
江
馬
細
香
が
訪
れ
た
時
も
「
席
上

出
―
―
山
陽
先
生
遣
墨
一
相
輿
披
観
久
之
」
に
、

櫨
香
一
鱒
竹
風
寒
満
寓
遣
詩
墨
未
レ
乾

悲
喜
誰
如
君
輿
レ
我
姓
名
並
自

1

一
巻
中
一
看

「
同
―
―
頼
子
剛
（
支
峰
）
子
常
（
立
齋
）
大
倉
國
賓
（
笠
山
）
江
馬
信

成
及
細
香
袖
蘭
（
國
賓
の
妻
）
二
女
史
函
空
東
山
f

分
―
―
開
花
落
レ

地
聴
無
品
芸
艮
韻
余
得
―
―
落
字
こ
に
、

十
年
吟
祉
堡
零
落
結
レ
隊
遊
春
殊
不
レ
悪

嶺
寺
看
レ
花
却
引
レ
愁
無
―
_
＿
人
開
レ
ロ
説
―
―
長
柴
―

「
壬
戌
（
文
久
二
年
八
一
八
六
二
＞
）
九
月
移
二
家
三
樹
里

l

在
一
ー
頼
先

生
水
西
旺
故
址
側
一
書
レ
感
二
首
」
に
、

認
喜
孤
亭
起
整
レ
巾
此
心
不
＝
一
説
向

1

一
傍
人
―

依
然
山
紫
水
明
虞
我
喜
移
レ
家
恰
作
レ
隣

苔
衣
半
破
露

1

一
稜
稜

是
我
平
生
耐
久
朋

如
レ
愁
如
レ
夢
又
如
レ
痴

想
到
唐
賢
落
第
時

六
0



ま
た
、
「
訪

I

I

星
巖
先
生
於
墨
水
こ
に
、

葉
似
扁
舟
軽
欲
レ
謁
沙
禽
飛
盛
水
茫
茫

讀
レ
駿
高
士
家
何
虞
雨
岸
春
風
杜
若
香

「
雪
夜
」
に
、

楕
柚
櫨
邊
坐
―
―
夜
分
一
奇
寒
銘
レ
骨
酒
無
レ
動

鰹
然
折
竹
有
レ
盤
虞
雪
没
星
巖
高
士
墳

と
あ
る
。

交
友
の
員
情
の
あ
ふ
れ
る
も
の
は
、
「
聞
＝
―
-
矢
上
子
盤
（
快
雨
）

北
遊
死

1

一
糸
魚
河
上

1

」
の
、

誰
人
掃
レ
地
更
燒
レ
香
雪
没

1

一
新
墳
二
丈
強

家
有
一
一
嬌
兒
暗
莞
応
乳
未
レ
知
北
越
在

-

1

何
方
―

（
「
在
」
は
「
文
久
二
十
六
家
」
で
は
「
是
」
）

ま
た
、
「
十
月
廿
九
日
輻
山
士
貫
書
逹

1

一
東
山
―
日
二
十
八
日
東
行

喜
程
、
予
知
面
仁
之
不
品
及
恨
然
書
寄
」
の
、

馬
前
不
レ
良
唱

1

一
陽
闊
此
日
接
レ
書
双
涙
潜

風
雨
琵
琶
湖
上
路
知
君
回
レ
首
望
一
一
東
山
―

な
ど
が
あ
る
。

竹
外
に
つ
い
て
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
竹
を
好
む
性
で
あ

る
。
「
二
十
八
字
詩
」
三
九
九
首
中
、
竹
に
闊
す
る
も
の
は
二
二

首
を
敷
え
る
。

隣
家
の
藪
氏
に
美
竹
が
多
く
て
、
「
夜
聴
一
一
隣
園
竹
風

八
二
子
」
に
、

藤
井
竹
外
略
縛

二
十

十
年
曾
輿
レ
竹
為
レ
隣

長
記
讀
書
人
不
レ
睡

會・

ノ‘

今
日
無
レ
由
レ
見
―
―
此
君

秋
磐
才
動
最
先
聞

一
陣
風
末
一
陣
鳴
虚
稽
夜
静
見

1

一
秋
生
―

萬
竿
修
竹
非
―
―
吾
有

1

只
領
萬
竿
修
竹
磐

こ
れ
が
「
竹
外
」
の
披
の
い
わ
れ
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
由

末
、
竹
は
四
君
子
の
一
で
も
あ
る
の
で
、
「
酔
士
」
を
も
っ
て
任

じ
た
竹
外
に
は
、
一
種
の
謙
僻
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
竹
が
、

嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）
江
戸
か
ら
蹄
っ
て
く
る
と
、
全
部
切
り

彿
わ
れ
て
い
た
た
め
、
非
常
に
落
謄
し
て
、
「
哭
レ
竹
」
六
首
を
作

る
。
そ
の
一
斑
を
あ
げ
れ
ば
、

惜
君
失

t

i

却
萬
浪
汗
無
―
―
復
清
陰
六
月
寒
―

嶽
得
家
童
長
免
レ
課
不
レ
須
徳
日
報
―
―
平
安

額
レ
地
良
君
君
不
レ
見
併
無
二
箇
錦
棚
兒
―

欲
レ
知
双
袖
混
多
少
恰
似
今
春
哭
レ
女
時

右
の
詩
に
つ
い
て
、
廣
瀬
淡
窓
は
「
其
事
其
詩
一
般
奇
絶
、
可
レ

入
1

一
詩
話
こ
と
、
草
場
船
山
は
「
痛
哭
之
情
纏
綿
俳
側
動
レ
人
、

足
豆
證
―
―
作
者
竹
外
亦
竹
魂
詩
塊
一
突
」
と
い
う
。
胡
震
は
「
哭

竹
六
首
一
氣
呵
成
、
痛
讀
一
過
、
直
欲
ぶ
慄
レ
斧
為

1

一
平
安
君
盃
ず

匿
、
竹
乎
竹
乎
、
何
不
幸
而
遭

1

一
此
俗
奴
辣
手
＿
乎
」
と
述
べ
て
い

る。



四 籐
井
竹
外
略
偲

や
が
て
、
二
十
丁
ば
か
り
離
れ
た
能
因
塚
の
竹
を
移
し
植
え

る
。
す
な
わ
ち
「
竹
」
に
、

雨
三
竿
竹
小
齋
宜
遠
自

1

一
因
公
墓
上
一
移

紛
披
歴
風
青
鸞
尾
曾
帯

1

一
清
風
証
ざ
断
碑
―

と
見
え
る
。
い
か
に
竹
を
愛
し
た
か
が
、
察
せ
ら
れ
る
。

「
絶
句
竹
外
」
と
は
い
っ
て
も
、
七
絶
以
外
の
諸
餞
を
作
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
。
「
二
十
八
字
詩
」
の
末
尾
に
も
五
絶
二

0

首
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
箕
面
山
郎
事
」
と
い
う

七
律
が
「
箕
山
勝
遊
詩
文
集
」
の
中
に
見
え
る
。
ま
た
「
竹
外
亭

百
絶
」
の
篠
崎
小
竹
の
序
に
も
、
「
其
所
レ
作
古
今
諸
臆
無
レ
不
レ
具

焉
、
欝
包
梅
林
飛
二
香
遠
璽
而
其
居
固
在

1

一
淀
江
之
濱
f

3

一早非―

江
頭
千
樹
春
欲
＞
暗
乎
、
今
乃
僅
々
抜
―
―
百
絶
句
於
其
中
「
質
竹
外

之
一
枝
耳
」
と
あ
る
。

が
、
竹
外
自
ら
、
諸
骰
を
含
め
ぬ
癖
と
し
て
、
「
長
篇
大
作
世

皆
稲
―
―
先
師
壇
上
こ
・
「
僕
才
劣
學
浅
不
―
―
敢
放
尤
「
惟
七
絶
慨
レ
情

摸
塩
盈
僕
甚
好
レ
之
」
と
い
っ
た
こ
と
が
、
宮
原
節
庵
の
序
に
記
さ

れ
て
い
る
。
た
し
か
に
一
種
の
見
識
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ

う
し
て
、
そ
の
後
半
生
は
七
絶
の
み
の
道
を
歩
ん
だ
よ
う
で
、
結

果
、
世
に
絶
句
だ
け
を
偲
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
集
大
成

さ
れ
た
の
が
「
竹
外
二
十
八
詩
」
で
、
他
に
現
存
す
る
も
の
と
し

て
は
、
「
二
十
八
字
詩
」
に
入
れ
な
か
っ
た
「
百
」
絶
中
の
一
四

首
と
、
「
文
久
二
十
六
家
絶
句
」
に
見
え
る
家
里
松
疇
に
闊
す
る

二
首
と
が
、
ま
ず
そ
の
す
べ
て
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
も
、
そ
の
精
選
し
た
七
絶
に
も
、
常
に
彫
琢
の
手
を
休
め

な
か
っ
た
。
淡
窓
は
「
一
字
不
レ
安
推
敲
不
レ
措
、
往
々
至
レ
康

1

一人

間
慶
弔
こ
と
し
て
い
る
。
前
記
の
「
百
絶
」
か
ら
「
二
十
八
字

詩
」
に
牧
め
た
八
六
首
の
中
、
三
八
首
に
つ
い
て
も
字
句
を
改

め
、
（
こ
れ
に
闘
連
し
て
、
「
安
政
三
十
二
家
紹
句
」
に
と
ら
れ
た
一
九

首
中
一
首
の
ご
と
き
は
、
再
修
正
の
あ
と
も
見
え
る
。
）
「
文
久
二
十
六

家
絶
句
」
に
選
ば
れ
た
三
三
首
に
つ
い
て
も
、
一
―
首
に
筆
を
加

え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
二
十
八
字
詩
」
の
序
に
、
小
巻
原
齋
が

、

、

、

、

「
酒
是
嫡
仙
詩
浪
倦
」
と
、
岡
本
黄
石
が
「
併
得
長
江
興
翰
苑
」

と
詠
じ
て
、
い
ず
れ
も
「
賣
島
」
に
比
し
て
い
る
の
も
、
ゆ
え
な

し
と
は
い
え
ま
い
。

こ
う
し
た
不
断
の
推
敲
が
、
竹
外
の
詩
を
高
か
ら
し
め
た
わ
け

で
、
胡
震
も
、
そ
の
詩
を
推
稲
し
、
し
ば
し
ば
、
佳
作
・
上
乗
．

秀
逸
・
秀
雅
・
極
佳
・
清
俊
・
新
俊
・
好
詩
・
好
句
・
俯
句
・
オ

人
・
名
手
・
好
手
・
老
匠
・
為
え
木
人
佳
句
一
．
勝

t
i

於
北
宋
一
・
元

人
詩
意
不
レ
能
―
―
専
美
乙
寺
の
語
を
興
え
る
。
ま
た
、
そ
の
連
作

（
四
首
・
六
首
・
八
首
等
）
の
法
に
つ
い
て
も
稲
賛
す
る
。
た
と
え

ば
、
「
三
月
十
七
日
公
朔
（
板
倉
公
朔
）
招

1

一
同
江
馬
正
人
（
天
江
）

山
田
其
正
（
梅
東
）
松
橋
野
逸
（
江
城
）
—
東
山
賞
レ
花
、
予
適
在
ニ

シ←入

ノ‘



京
師
因
亦
輿
焉
、
得
―
―
八
絶
句
こ
の
八
詩
を
、
「
接
味
八
絶
句
讀

束
、
一
氣
呵
成
而
無
二
重
複
熟
套
之
病
「
各
装
―
―
其
妙
「
可
レ
分
可
レ

合
、
如
レ
花
如
レ
飾
、
如
―
―
春
認
吐
＞
糸
妙
緒
無
レ
窮
、
員
乃
生
花
之

筆
、
餐
蓮
之
舌
、
斯
之
謂
レ
善
ー
一
於
絶
句
こ
と
評
し
て
い
る
。

竹
外
の
詩
に
は
拗
骰
髪
格
の
も
の
も
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
、
頼
鴨
届
（
三
樹
）
は
「
二
十
八
字
詩
」
の
序
に
、
「
頃

士
開
示
-

1

此
集
f

其
係
1

1

菱
格
一
者
毎
二
-
詩
玉
堅
引
作
例
敷
十
家
f

聾
律
奇
髪
而
不
レ
胤
、
燦
然
猶
下
挟
―
―
雲
霧
面
炉
列
星
＞
」
と
、
一
々

も
と
づ
く
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

古
人
の
詩
句
を
貼
化
し
た
も
の
も
多
い
。
ず
い
ぶ
ん
廣
く
詩
書

を
誼
ん
だ
ら
し
く
、
「
洛
都
要
記
」
・
「
三
柳
軒
雑
識
」
・
「
酬
世
錦

嚢
」
な
ど
と
い
う
も
の
に
も
目
を
通
し
て
い
る
。

胡
震
は
竹
外
の
詩
風
に
闘
し
て
「
揆

1

一
其
平
日
所
丘
好
大
抵
深
―
―

白
詩
宋
人
近
骰
こ
と
す
る
。
竹
外
が
白
詩
に
ひ
か
れ
た
こ
と
は
、

「
白
香
山
」
の
詩
に
、

巷
女
村
童
亦
能
唱
香
山
詩
句
皆
和
暢

知
音
畢
覚
励
―
―
誰
人
一
後
魏
子
孫
唐
宰
相

と
詠
じ
た
の
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
竹
外
の
作
風
は
、
ま
ず
晩

唐
、
宋
の
「
香
」
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
す
べ
て
、
風
物
、
人

情
、
日
常
の
一
こ
ま
も
微
妙
織
細
に
描
か
れ
、
し
か
も
、
時
に
絢

爛
豪
華
、
時
に
悲
愴
痛
切
、
あ
る
い
は
脱
俗
清
逸
、
あ
る
い
は
諧

誰
明
朗
と
髪
化
に
富
み
、
ま
た
オ
氣
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

藤
井
竹
外
略
偲

六

「
竹
外
二
十
八
字
詩
」
は
、
珠
玉
の
佳
篇
に
み
ち
み
ち
た
も
の

と
、
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。




